
待望の「日本留学試験」対応教科書

初級が終わったらこの二冊

これからの中級カリキュラムのために

［ ］ニューアプローチニューアプローチ 中級日本語 基礎編
ＣＤ２枚付き 本体２７００円＋税

［ ］ニューアプローチニューアプローチ 中上級日本語 完成編
ＣＤ２枚付き 本体２７００円＋税

日本語研究社 教材開発室

「ニューアプローチ」の特徴

「ニューアプローチ」は、これまでの中級教科書の使いにくさを改善し、無駄をな

くし、限られた期間に効率よく四技能を習得できるように編集された教科書です。

何が勉強できるのか分かる教科書 素材として応用・発展できる教科書１ ５

ニューアプローチ は 文法事項 文型・表現 「ニューアプローチ」は、文法のまとめとして「 」 、 （ ）

がアトランダムではなく、整理されて体系的に学 使ってもよし、読解練習に使ってもよし、さらに

、 、 、習できるようになっています。 関連語句 聴解練習などを利用して 話題を広げ

語彙も増やしていけるように工夫されています。

学習意欲を高める教科書 目標に向けて積み上げていく教科書２ ６

「ニューアプローチ」は、学習者が興味を持っ 「ニューアプローチ」の［基礎編］は、初級の復

て読める本文（読み物）を提供し、応用発話や話 習・まとめから入り 「概念シラバス 「機能シラ、 」

し合い・討論などへ発展させるように工夫されて バス」によって体系的に＜文レベル＞での文型・

います。 表現を学習し ［完成編」で＜談話レベル＞での理、

解と運用ができるように編集されています。

学習者も教師も使いやすい教科書 留学試験に対応した教科書３ ７

「ニューアプローチ」は、各文法事項に簡潔で、 「ニューアプローチ」は ［基礎編 ［完成編］、 ］

ポイントをおさえた解説がつき、またそれに対応 を通じ、単に語彙、文法知識を身につけるのでは

する練習問題がつき、学習者だけでなく、教師に なく、留学試験で求められる「課題・タスクを解

とっても使いやすい構成になっています。 決する」という能力を含め、四技能を習得するよ

うになっています ［完成編］では、聴読解の聞き。

取り練習により、試験対策はもちろん、講義を聴４ 会話も練習できる教科書

「ニューアプローチ」は、会話の練習が「機能 く練習までできるようになっています。

シラバス」に基づいてできるように、文型・表現・

談話が提示されています。ＣＤに会話文を収録。



ニューアプローチの使用例

１年コース

初級教材 → ニューアプローチ →日本留学試験

中級日本語[基礎編]

＋留学試験用問題集

１年半コース

初級教材 → ニューアプローチ → ニューアプローチ →日本留学試験

中級日本語[基礎編] 中上級日本語[完成編]

＋留学試験用問題集

２年コース

初級教材 → ニューアプローチ → ニューアプローチ → 日本留学試験

中級日本語[基礎編] 中上級日本語[完成編]

上級教材→

＋留学試験用問題集

ニューアプローチの目次

［基礎編］

１ 比較 （１ 「色のイメージ」 比較 （２ 「いろいろな選択」） ）11
２ 様子・類似（１ 「世界のじゃんけん」 様子・類似（２ 「格言・名言」） ）12

３ 程度・変化（１ 「不便な駐車場」 程度・変化（２ 「子供の時の夢」） ）13
４ 対比・逆接（１ 「アナウンスと親切」 対比・逆接（２ 「笑いの効果」） ）14

５ 伝聞 （１ 「タイムカプセル」 伝聞 （２ 「絵はがき～富士登山」） ）15
６ 時 （１ 「夢の自動運転」 時 （２ 「梅雨」） ）16
７ 様子・推測（１ 「ギネスブックに挑戦」 様子・推測（２ 「トリックアート」） ）17

８ 予想・期待（１ 「１００％の占い師」 予想・期待（２ 「行列のできる店」） ）18
９ 原因・理由（１ 「やる気」 原因・理由（３ 「素朴な疑問」） ）19

原因・理由（２ 「しょうがない」 説明・結論 「車のコミュニケーション」10 20）

基礎編の「会話文型・表現」 （２，３課ごと）

１ 考えを言う ２ 願望・希望 ３ 頼む ４ 誘う、受ける・断る ５ 申し出る、感謝する

６ 伝言を頼む・伝える ７ 許可を求める・応じる／断る ８ 提案・助言する

［完成編］

１ 主題・対象を示す 「カタカナ言葉」 完成編の「会話文型・表現 （２課ごと）」

２ 時・場面を示す １ 鉄腕アトムを目指せ １ 誘う～ためらう～説得（ ） 「 」

３ 事柄を並べる 「食生活を見直そう」 ２ 苦情～謝る～解決

４ 対象を限定・特定する、しない「４つ目のＲ」 ３ 相談～提案～決定

５ 事柄を加える（１） 「プレーパーク」 ４ 指示～訂正・変更～確認

６ 言い換える・まとめる 「実感」 ５ 反省～慰め・同情～励ます

７ 事柄を加える（２） 「原因はどこに」 ６ 意見～対立（討論）～まとめ

８ 時・場面を示す（２） 「言葉の世界を楽しむ」

９ 因果関係を示す 「あいまいな境界線」

逆接のつながりを示す（１） 「マニュアルとユーモアセンス」10
条件を示す 「税金に関心がありますか」11
逆接のつながりを示す（２） 「系統樹とその先」12


